外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成２３年　９月　１９日(月)　　　司会：高森　偉津子　　　記録：木村　裕美

	島守
	本川
	小泉
	山田

（忍）
	李
	菅原
	上野
	小嶋
	服部
	木村
	山田
（沙）

	業務
	業務
	業務
	業務
	公休
	公休
	○
	業務
	業務
	○
	○

	大谷地
	川井
	高森
	松川
	佐々木
	柴田
	三浦
	外城
	佐々木
	
	

	○
	年休
	○
	公休
	公休
	○
	○
	○
	○
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜グループホーム入居者様　情報交換＞

· 種本　サハ様～金曜日に歯科受診し抜歯している。抜歯は5本行なう予定となっているが、

本人が抜歯を怖がっている為、1本ずつ徐々に行なっていく予定。次回は水曜日に受診予定。土曜日には抜歯部位の痛みを訴え頬に湿布を貼っていることがある為、皮膚に悪影響であることを説明。歯科から処方された痛み止めは全て服用している。

· 村上　元道様～通所スタッフへ同グループホーム入居者の飲酒を報告されており、相手の方

に話を伝えないで欲しいと依頼あり。その後、スタッフに話した内容が関係スタッフに広まっている事や、相手の方の耳にも入った様子で責められたと訴えている。関係スタッフへ確認するが、相手の方へ話した事実は無いと情報あり。本人へスタッフ間で共有する必要はある為、情報共有は行なっているが相手の方には伝えていない事、別件でグループホーム入居者全員へ飲酒について話をしていることを説明すると納得されている。

· 板橋　利美様～同グループホーム入居者数名から、朝食の買い物の際にむつ食品前にて飲酒

し、帰宅後に嘔吐していることや腹痛を訴える事もあると情報あり。本人へ飲酒について確認するが否定している。

· 大久保康弘様～先週の水曜日に減薬下と本人から報告あり。その後体重が70kg程度であった

ものが、67kg台まで減少したと話されている。夜食の摂取も止めているため、体重減少及び精神状態について状態観察を続けていく。精神状態不安定となった場合には、自宅にて変化が現れてくる傾向にある為、訪問看護スタッフとも連携をとっていく。

· 鈴木　茂子様～先週他メンバーの財布から金を抜き取っている事実があり、担当医からの

指示によりリハビリ時間の延長と相手の病状考慮の為、デイケア退所しデイナイトケア利用となっている。

· 繁名　和恵様～他メンバーとお金のトラブルがあってから夜間の睡眠が不安定で、中途覚醒

を繰り返していると報告あり。中途覚醒の際に暴飲食が見られており、今後も病状の確認を行なっていく。

＜事例検討＞

鹿原　博夫様（51）統合失調症　合）顔面化膿性皮膚炎

ナイトケア利用開始後：7年2ヶ月（出席率：80％前後）

※第１月曜日には銀行・役所などの用事のため欠席

検討内容　目標と計画の評価・検討

長期目標：現状を維持し安定した生活を送る

中期目標：①独語を出さずに現実との区別が出来るようになる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②困った事や不安な事が合った場合には生活状況を確認しながら、その都度相談する　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③健康管理に努める

短期目標：①強い口調での独語に気をつける

②不安や困った事などがある際には早めに相談する

③たばこの本数が１時間に２～３本と多い。本数を減らす

計　　画：①強い口調での独語が始まった時には声がけをし現実との区別をつける必要がある

②不安や不満を口に出して相談する事が無いため個別に声がけし様子観察をする

③健康のため、たばこが体に及ぼす悪影響を伝えていく

評価

①について

· 声掛けをすると独語は止まっている

· 独語の対象となっている方が決まっており、相手を睨みながらの独語も聞かれている為、トラブル回避の為にも介入が必要なときがある

幸房からの情報

· 作業中には歌いながら行なっていることはあるが、しっかりと作業を行なっている

· １日の中でも独語の状態に斑がある

· 声をかけると独語は１度止まっている

· 独語に個人名が出てくる時には声をかけている

· 独語に対しての認識はあり、現実との区別は出来ている

②について

· 本人からの相談は無い

· スタッフ側で不安や不満を溜め込むことで独語に繋がっていると考えて、目標・計画を立案している

③について

· タバコは１日２箱を吸っているため、１箱に抑えるのを目標としている

· 本人としては喫煙本数を減らす意思は無い

· ナイトケア利用時の喫煙量としては、10～15分置きに喫煙に向かっている様子がある

幸房からの情報

・幸房での喫煙は、朝・昼・帰宅時と時間を決めている為、喫煙量が多くなっている様子は無い

今後の計画

· 目標①：継続とするが、独語を出さないことは本人にとって難しい為、トラブルの回避や

周囲に対しての配慮を行なう事を目標として設定していく

· 目標②：独語が出現する動機として立案している為、目標①とあわせて立案。

計画②を“独語に繋がる不安・不満を溜め込まず引き出すことが出来るように話を聞いていく”とする

· 目標③：本人の意向とはズレがある為、再度話し合いを行ない目標の設定し直しをする

＜連絡事項＞

· 明日までに抄録を所定の場所へ提出する事

· インフルエンザ予防接種の希望を9/30までに聴取

＜外来情報＞

· 田中　一　様～年金審査があり年金が打ち切られるかが心配と話す。担当医からは、意見書

を作るが病状の変化は無い為、変わらないことを説明している。アルカイダやお化けが出るなどの妄想は継続しているとのことで、経過を見ていく事としている。

· 森田　清助様～禁煙外来通院していると話す。担当医より明日からはパッチが強くなる為、

タバコを吸わないよう説明。気分転換のためにデイケア通所を促している。

· 菅原　信正様～特定のスタッフに対し、同じプログラムに２回入っていないか確認され、

イライラすることがあったと話されている。飲酒には繋がっていないとの事。又、薬剤師から頓服を毎日飲まなくて良いと言われた事を、嫌味を言われたと捉えており、被害的な様子が見られている。実際には、毎日服用できるように担当医が配慮し、定期処方の中に頓服も一緒に同包している。今後も経過を見ていく。

· 繁名　和恵様～ハロマンス筋肉注射実施している。特に不満の訴えは聞かれない。











































